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概要
本研究では，学生の進路志向性を把握すること，ならびに学修経験が進路志向性に与える影響を分析することを
目的とし，学校推薦求人の閲覧情報を収集し，閲覧者の学修情報と紐づけて記録する「学校推薦求人閲覧状況分析・
可視化システム」を内製開発した．本論文では，内製開発した「学校推薦求人閲覧状況分析・可視化システム」につ
いて述べる．

1 はじめに
エンロールメント・マネジメント（Enrollment Man-

agement）とは，大学の組織目標や教育理念を達成す
るためにマーケティング手法を取り入れながら学内
資源を統合的かつ効率的に運用し，戦略に基づき大学
業務を体系的に運営する経営手法 [1] とされ，多くの
大学で同様の取り組みがおこなわれている．山田ほか
[2]は，エンロールメント・マネジメントに向けた業務
システム内製開発および業務システム連携を推進すべ
く，学び直しを志す社会人，他大学の学部からの大学
院進学希望者などを加えた多様な人物像を対象とし，
かつ一度学部から企業へ就職し，実務経験から新たな
学びを得るために博士前期課程や博士後期課程での学
び直しも考慮した循環型のライフサイクルを定めた．
本論文で述べる学校推薦求人閲覧状況分析・可視化シ
ステムは，エンロールメント・マネジメントにおける
ライフサイクルの就職活動段階に該当する．
PBL（課題解決型学習）やキャリア教育などの実践
型教育が，学生の進路志向性にどのような影響を与え
るかを把握することは，教育プログラムの改善や進路
支援の質の向上に直結する重要な知見となる．たとえ

ば，特定の教育手法が地元志向や業種選好にどのよう
な変化をもたらすかを把握できれば，教育内容の設計
や進路指導の方針に具体的な根拠を与えることができ
る．こうした分析をおこなうためには，学生の進路志
向性を定量的に把握するとともに，学修情報との関連
性を分析する仕組みが求められる．
本研究では，学生の進路志向性を定量的に把握する
方法として，学校推薦求人の閲覧状況データに着目し
た．学校推薦求人の閲覧状況と学修状況とを関連づけ
て記録することで，履修内容に応じた進路志向性の違
いを分析することが可能となる．しかし，香川大学で
はこれまで，学校推薦求人の閲覧情報と学修状況との
関連づけがおこなわれておらず，こうした分析を実施
することが困難であった．
この課題に対して，本研究では「学校推薦求人閲覧
状況分析・可視化システム」を内製開発した．本シス
テムは，学生が閲覧する企業の属性（例：ビジネス企
業とベンダ企業の比率，地元企業と都市企業の比率な
ど）について，経年変化や履修科目の違いに基づいて
比較できる点に特徴がある．これにより，コース開設
や新規教育プログラムの導入が，学生の進路志向にど
のような影響を与えているかを，定量的に評価するこ



とが可能となる．
本研究では，Microsoft Power Platform[3] を活用
し，Campus-Xs[4] が有するデータを取得する API

（データ取得 API）を開発し，これを用いて教務シス
テムとは別のシステムとして学校推薦求人閲覧状況分
析・可視化システムを開発するアプローチを採用した．
本論文では，学校推薦求人閲覧状況分析・可視化シス
テムについて述べる．

2 学校推薦求人閲覧状況分析・可視化シス
テム
図 1に本システムのユースケース図を示す．本シス
テムのアクターは，「学生」と「教職員」である．学生
は求人を閲覧し，教職員は可視化された分析結果を閲
覧する．
図 2と図 3に，本システムの主要な処理の流れを示
すシーケンス図を示す．図 2 は，学生が PowerApps

上で求人を閲覧した際に，PowerAutomate がその記
録を学校推薦求人閲覧行動ログとして SharePoint に
記録する流れを示している．教務システムから API

を用いて学生の学修情報を取得・記録し，学校推薦求
人閲覧行動ログを記録する際には学修情報と紐づけて
記録する．図 3は，Power BIを用いて SharePointに
蓄積された閲覧行動ログを可視化した画面を教職員が

図 1: ユースケース図

図 2: 閲覧ログ収集のシーケンス図

閲覧する流れを示している．
図 4に ER図を示す．本システムで記録される学校
推薦求人閲覧行動ログは，閲覧日時のほかに求人情報
や学修情報に紐づけられている．
図 5に，本システムの主要 UIである教職員向け分
析ダッシュボードのイメージを示す．このダッシュ
ボードは，単に「どの求人が，どれだけ閲覧されてい
るか」という量的な集計だけでなく，「それを，どのよ
うな履修情報を持つ学生が閲覧しているか」までを紐
付けて可視化するものである．

図 3: ログデータ可視化のシーケンス図

図 4: ER図

図 5: 分析ダッシュボードの UIイメージ



3 おわりに
本論文では，Microsoft Power Platformを用いて内
製開発した学校推薦求人閲覧状況分析・可視化システ
ムについて報告した．本システムは，学校推薦求人の
閲覧状況および学修情報と進路志向性の関連性を可視
化することを目的としている．これにより，PBLや実
践型教育の実施効果が把握できる効果も期待できる．
本研究は，「学校推薦求人閲覧状況分析・可視化シス
テム」の内製開発を通じて，大学自身で教務システム
が有するデータを有効活用すべく，必要なシステムを
内製開発した．本研究は，ユーザ企業である大学自身
が教務システムなど基幹システムが有するデータの利
活用に向けて必要な方策を明らかとしている．
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